
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

～文化の発信 楽しむ館～ 

令和 5年 3月 10日 

  第１32号 

上南地区公民館：５６８-２５３３ 

  

 

 

 

 

年間を通じて公民館で練習している鈴
美会の皆さん。代表の小林久一さん
（槙）は「会員も年々歳をとり、声や尺八
の息も続かなくなっている…」とはおっし
ゃいましたが息の長い活動はすばらしい
ですね。 

  

槙のダンスチーム「ザ・ビバーズ」の皆さんも
公民館を利用していただいています。「今日
の出来は？…」「最高でした！！」と元気な声。
体を動かして仲間と楽しく練習・これが元気
の源なんですね～。 

 

ゴーチさんは現役時代上早川中学校に赴任し、能生の先生
方とも親交があったそうです。また、助手の奥様も能生小学校
に勤務されており二人とも能生には特別の懐かしさがあると
のことでした。 

 

 

春らしく暖かな 3月 5 日（日）、公民館を定期利用している団体が日頃の活動を披露したり、上越市のマジシャン、
ゴーチタツオさん（笹川辰雄さん）が手品で住民を楽しませてくれました。 
ゴーチさんのモットーは『かがやいて生きる』。長年教職の道を歩み退職後は手品の道で介護施設をはじめ公民館
や福祉施設でボランティアを。82歳とは思えない若さで地域貢献をなさっています。見るだけでなく手品を一つ教え
てくれたり一緒に歌を歌うなど参加型の 1時間に『楽しかったよ～』という声が聞かれました。。 

秘密のとうがらしを
一振りし『えいっ！』
おまじないをかける
と手品が成功する
パターンに毎回笑
いがうまれました
😊 

前半は 2つの団体が活動を披露 

手品を伝授。ドリンクのビンにテ
ープをさして持ちますがビンは
落ちません。なぜでしょう？ 

春の歌を合唱。アコーディオン
の音色が何とも言えない郷愁
を誘います。 

マジシャンになる人はヒゲをつけて 
下さいと…皆さんよく似合っています
（笑） 

今年度すべての公民
館事業が終了いたし
ました。 
 
公民館は地域の人と
人をつなげるところ。 
そして誰でも気軽に立
ち寄れるところです。 
 
これからも仲間と活動
したり学びの場、娯楽
の場にご活用くださ
い。 
ありがとうございまし
た。 
 
 
 

 成功！ 

 

 

 



 

 

◆公民館三役会 

◆公民館会計監査 

◆公民館管理運営委員会（総会） 

◆令和 5 年度公民館委員全体会 

◆管理運営委員会より 
任期満了に伴い令和 5，6 年度の上南地区公民館の館長を募集したと
ころ、立候補者はなく現館長の伊藤幸雄さんが留任となりました。 

 

６名の方が渡辺和代

先生の指導で足や腰

をほぐしてリンパの

流れをよくしたり、

ヨガのポーズをして

１時間程体を動かし

ましたが、初心者に

も優しい内容となっ

ており参加者は心身

ともにリフレッシュ

されていました。 

自分の漢字能力を確かめるため、

小中高校生１０名が検定に挑戦し

ました。初めて受けた方は緊張し

て間違えてしまいそうになったけ

ど、見直しをして気づき、直すこ

とができたと嬉しそうに話してい

ました。みんな合格しているとい

いですね。 

２年ぶりのこの大会を楽しみに

能生地域内外から12名の愛好

家が集まりました。お互いの顔

を見て近況を伝え合うなど和や

かに談笑。テーブル上の碁盤で

は真剣勝負の対局が始まり、対

戦成績を気にしながら一日中脳

をフル回転させて楽しんでいま

した。 

前回３位だった大矢民男さん

が優勝しリベンジを果たしま

した。 

本（郷土資料） 
伊藤国忠様（東京都） 

ハチの巣 
池田正様（溝尾） 

ひな人形 
小林武様（槙） 

↑足から順番にほぐし無理なく楽しまれました 

3 月 17 日（金）19 時～ 

3 月 25 日（土）10 時～ 

4 月 03 日（月）19 時～ 

4 月 10 日（月）19 時～ 

囲 碁 大 会 
第１４回上南地区公民館杯 

◆大会結果(敬称略) 

優 勝：大矢民男(鶉石) 

準優勝：丸山 大( 平 ) 

第三位：星野剛正(大洞) 

 

ヨ ガ 教 室 
シニアのためのやさしい 漢 字 検 定 

(敬称略) 

◆第１８回糸魚川市民スキー大会 

シーサイドバレースキー場 

(アルペン競技) 2/19 

成年 ３部 

２位 橋立雄二(高倉) 

あっぱれ！ 

お知らせと今後の予定 

 


